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本書の特徴と構成 

 

●テーマごとに例題を掲載！合計648問 
テーマごとのポイントを理解するために、テキストを読むだけではなく具体的な例題を解くことができるため、自

分自身で理解度を検証できます。また、「何を覚えるべきか」を明確に捕えることにも繋がります。 

●過去問題1351問を収録！ 
学習の総仕上げとして、試験要綱に従ってレベル分けした過去問題 1351 問をテキストに対応した演習ドリ

ルに収録しています。 

●出題頻度がひと目で分かる！ 
項目ごとに３段階の出題頻度（学習の優先度）を記載しているため、独学でも効率よく学習できます。 

●最新のシラバス、試験範囲に対応！ 
試験センターから公表された最新のシラバス、出題範囲に対応しています。最新問題の内容を分析し特に重

要なテーマを重点的に説明しています。 

 

 

 

  

１巡目

説明を読み、例題を解き、

解説を読み、演習ドリル

で確認。

２巡目

例題を解き、解説を読み、

演習ドリルで確認。

３巡目

例題を確認。

試験までに３回まわそう 
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Chapter名は「シラバス」の中分類項目を採用。
過去問の分析に威力を発揮します。 

キーワードは太字で強調 

出題頻度を３段階で示して
います。重要度の目安にする
ことで効率のよい学習に役立
ちます。 
★ 
★★ 
★★★ 

例題の解説を示します。総
論としての解説と、不正解
の選択肢を解説したものの
2種類があります。 

例題と演習ドリルの連動 テーマごとの例題、
例題ごとの問題集という連動した内容構成。
例題を解いたら「別冊演習ドリル」へ。数字は
演習ドリルの問題番号を示します。 

過去問の典拠を
示します。 

別冊演習ドリル 
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Chapter1 

基礎理論 
 

1. 離散数学 

 

1. 基数（きすう） 

 

学習のポイント 
✅ 10進数、2進数、16進数を相互に変換できるようになろう！ 

 
日常、私たちが使用している数は10進数と呼ばれ、「0～9の10種類」の数字

を使い、10で桁上がりする、という表現方法を用いています。このとき10を基数と
呼びます。 

 

 10進数  》》》  0～9（10種類）で表現  

 
コンピュータ内部では、あらゆるデータを「電気が流れる、流れない」、「電圧が

高い、低い」の2つの状態で保持します。このため、数を表すには、10進数ではな
く、「0と1の2種類」の数字を使って各桁を表現する2進数と呼ばれる表現方法が
適しています。 

 

 2進数  》》》  0と1（2種類）で表現  

 

 
 
2進数には、人間が見たときに「桁数が多い」、「内容が識別しにくい」といった欠点があります。こうした不都合な点を解

消するために、コンピュータ内部の情報を人間が見たり、プログラムで表現したりする際には、2進数を4桁にまとめた16進
数が用いられることが多いです。 

16進数では、「0～9、A～F（A～Fで10～15に対応）の16種類」の数字を使い、10進数の16で桁上がりします。
このとき基数は16となります。 

 

 16進数  》》》  0～9とA～F（16種類）で表現  

 
前述のように、数値を表すときの桁上がりの基本となる数を基数と呼びますが、ある基数で表した数値を、他の基数で表

した数値に変換することを、基数変換といいます。 

  

 さらに詳しく 

●10進数、2進数、16進数の各基

数における数値の対応は以下のとお

りです。 
10進数 2進数 16進数 

0 0 0 
1 1 1 
2 10 2 
3 11 3 
4 100 4 
: : : 
9 1001 9 

10 1010 A 
11 1011 B 

: : : 
15 1111 F 
16 10000 10 
17 10001 11 

: : : 
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1）10進数から2進数へ 
10進数を2進数に変換する場合、整数部と小数部で方法が異なるので、注意が必要です。 
なお、こうした作業過程では、一般にn進数を (  )nと表記します。 
 

10進数43を2進数に変換する。 
1．(43)10を変換後の基数2で割り、商と余りを求める。 
2．上記1の商を基数2でさらに割り、商と余りを求める。これを商が0になるまで繰り返す。 
3．除算の余りを計算とは逆の順番に並べる。 

43 ÷ 2 ＝ 21 余り 1 
21 ÷ 2 ＝ 10 余り 1 
10 ÷ 2 ＝ 5 余り 0 
 5 ÷ 2 ＝ 2 余り 1 
 2 ÷ 2 ＝ 1 余り 0 
 1 ÷ 2 ＝ 0 余り 1  

(43)10＝(101011)2 

10進数から2進数へ（整数部を変換する例） 

 

10進数0.8125を2進数に変換する。 
1．(0.8125)10に変換後の基数2を掛ける。 
2．上記1の乗算結果の小数部に基数2をさらに掛ける。これを小数部が0になるまで繰り返す。 
3．乗算の結果、求められた整数部の値を計算した順番に並べる。 

0.8125 ×2＝1.625 
0.625 ×2＝1.25 
0.25 ×2＝0.5 
0.5  ×2＝1.0 

(0.8125)10＝(0.1101)2 

10進数から2進数へ（小数部を変換する例） 
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2）2進数から10進数へ 
数値は大きくなると桁が増えていきます。10進数の「1234」を例にすると、各桁には以下のような規則があります。 

桁 4桁目 3桁目 2桁目 1桁目 

数値 1 2 3 4 

 1×103 2×102 3×101 4×100 

10進数では、桁が上がるごとに10倍されます。これを桁の重みといいます。 
2進数も同様に、2進数の「1001」を例にすると、各桁には以下のような規則があります。 

桁 4桁目 3桁目 2桁目 1桁目 

数値 1 0 0 1 

 1×23 0×22 0×21 1×20 

 
2進数を10進数に変換する場合、2進数の各桁に2nの重み付けをしていきます。 

 

(101011.1101)2を10進数に変換する。 
1．整数部は下位の桁から順に2の0乗、1乗、2乗…の重み付け（乗算）を行い、 

小数部は上位の桁から順に2の－1乗、－2乗…の重み付け（乗算）を行う。 
2．重み付けをした結果を加算する。 

  １ ０ １ ０ １ １． １ １ ０ １ 
  × × × × × × × × × × 
  25 24 23 22 21 20 2-1 2-2 2-3 2-4 
  ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
  32＋ 0＋ 8＋ 0＋ 2＋ 1＋ 0.5＋0.25＋ 0＋ 0.0625＝43.8125 

(101011.1101)2＝(43.8125)10 

2進数から10進数へ（例） 

 

例題 
2進数の101.11を10進数で表したものはどれか。 

 
ア 5.11 イ 5.3 ウ 5.55 エ 5.75 

 

 
2進数を10進数に変換する場合、整数部は下位の桁から順番に0乗、1乗、2乗、･･･の重み付けを行い、小数

部は上位の桁から順番に－1乗、－2乗、･･･の重み付けを行います。 
 
 １ ０ １． １ １ 
 × × × × × 
 22 21 20 2-1 2-2 
 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
 4＋ 0＋ 1＋ 0.5＋ 0.25 ＝5.75 
 

基本情報 平成13年度春 問2 [出題頻度：★★☆] 
解答－エ 

別冊演習ドリル 》 1-1,2 
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3）16進数から2進数へ 
16進数を2進数に変換する場合、16進数1桁を2進数4桁に変換します。 

 

(2B.E)16を2進数に変換する。 
1．16進数1桁を2進数4桁に置き換える。 

２ Ｂ． Ｅ 
↓ ↓ ↓ 
0010 1011． 1110 

(2B.E)16＝(101011.111)2 

16進数から2進数へ（例） 

 
4）2進数から16進数へ 

16進数を2進数に変換する場合とは逆に、2進数4桁を16進数1桁に変換します。 
 

(101011.111)2を16進数に変換する。 
1．小数点を基準に、2進数4桁ごとに区切る。ただし、2進数の桁数が4の倍数でないときは、整数部は先頭 

に、小数部は末尾に0を補って4の倍数桁にする。 
2．区切った各桁を1桁の16進数に変換する。 

0010 1011. 1110   部分には0を補う 
 ↓  ↓  ↓ 
 ２  Ｂ.  Ｅ 

(101011.111)2＝(2B.E)16 

2進数から16進数へ（例） 

 
 
 
 
 
 

例題 
16進数0.75と等しいものはどれか。 

 
ア 2－2＋2－5＋2－7＋2－8 イ 2－2＋2－3＋2－4＋2－6＋2－8 
ウ 2－1＋2－2  エ 2－1＋2－2＋2－3＋2－4＋2－6 

 

 
与えられた16進小数を2進数に変換するため、16進数1桁を2進数4桁に置き換えます。 
０． ７ ５ 
↓ ↓ ↓ 
０． 0111 0101 
 
よって、(0.75)16＝(0.0111 0101)2＝2－2＋2－3＋2－4＋2－6＋2－8となります。 

  
基本情報 平成14年度秋 問1 [出題頻度：★☆☆] 

解答－イ 

別冊演習ドリル 》 1-3,4 

  

 さらに詳しく 

●2進数⇔8進数の変換は、2進数3

桁が8進数1桁に対応します。 
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5）10進数からn進数へ 
10進数をn進数に変換する場合、整数部は基数nで割り、小数部は基数nを掛けます。 

 

(43)10を4進数に変換する。 
1．(43)10を変換後の基数4で割り、商と余りを求める。 
2．上記1の商を基数4でさらに割り、商と余りを求める。これを商が0になるまで繰り返す。 
3．除算の余りを計算とは逆の順番に並べる。 

43÷4 ＝10 余り 3 
10÷4 ＝2 余り 2 
2÷4 ＝0 余り 2 

(43)10＝(223)4 

10進数からn進数へ（例） 

 
6）n進数から10進数へ 

n進数を10進数に変換する場合、n進数の各桁に重み付けを行います。 
 

(123.64)8を10進数に変換する。 
1．整数部は下位の桁から順に8の0乗、1乗、2乗…、小数部は上位の桁から順に8の－1乗、－2乗… 

の重み付けを行う。 
2．重み付けをした結果を加算する。 
１ ２ ３. ６ ４ 
× × × × × 
82 81 80 8-1 8-2 
↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
64＋ 16＋ 3＋ 0.75＋ 0.0625＝83.8125 

(123.64)8＝(83.8125)10 

n進数から10進数へ（例） 

 

例題 
16進小数3A.5Cを10進数の分数で表したものはどれか。 

 

ア 
939

16
 イ 

3735

64
 ウ 

14939

256
 エ 

14941

256
 

 

 
16進数で表現された（3A.5C）の各桁に重み付けを行い、10進数に変換します。 

 
(3A.5C)16 ＝3×161＋10×160＋5×16－1＋12×16－2 

 ＝3×16＋10×1＋5×
1

16
＋12×

1

256
 

 ＝
3735

64
 

 
基本情報 平成22年度秋 問1 [出題頻度：★★☆] 

解答－イ 

別冊演習ドリル 》 1-5,6 
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2. 数値の表現 

  

学習のポイント 
✅ ビット、バイトの単位を覚えよう！ 
✅ 2の補数方式における負（マイナス）の数の算出方法を覚えよう！ 
✅ 浮動小数点数の各用語の意味と変換方法を覚えよう！ 

 
コンピュータ内部では2進数を使って数値が表現されます。このとき2進数1桁をビット（bit）と呼びます。また8桁

（8bits）をバイト（Byte）と呼びます。 
 

 
 
1）負の数の表現 

数値には、正の数ばかりでなく負の数があります。この負の数をコンピュータ内部で表現する方法には何種類かありま
すが、一般的には2の補数方式が用いられます。 

補数は「基数」からその数を差し引いたものです。8ビットの固定小数点数で数値を表現するとき、2の補数方式を用
いてｘの負数を表現するには、基数28からｘを差し引く「28(＝100000000)－ｘ」を行います。 

なお、2の補数方式で負の数を表現した場合に先頭の1ビットは1になります。正の数の場合には先頭の1ビットは0な
ので、その結果、先頭の1ビット（MSB：Most Significant Bit）は符号を表す符号ビットとなります。 
 

8ビットの2の補数方式で(－18)10を表現 
1．絶対値の2進数を求める。－18の絶対値は18だから 

(18)10→(00010010)2 
2．8ビットであるため28から上記1の結果を引く。 

100000000 
－ 00010010 

 11101110 結果的には絶対値を反転した値に1を加えたことになる 
               （絶対値に戻す場合も反転して１加算を行う）。 

(－18)10→(11101110)2 

2の補数方式（例） 

 
2）固定小数点数と浮動小数点数 

コンピュータ内部で数値を表現する方法には、いくつかの方法があります。純粋な2進数で表現した数値を特に純2進
数と呼び、小数点の位置を固定して表現する「固定小数点数」と、実数を表す「浮動小数点数」があります。 

①固定小数点数 
純2進数を表現する場合に、一番よく使われる方法が固定小数点数で、小数点の位置を固定して考えます。なお、

小数点の位置を最後に固定する方法が、一般的に用いられています。 
 

 
固定小数点数 

  

または 1 0 ビット 1 0 0 0 0 0 0 1 バイト 

8ビット 

 

16 ビット 
・ 
↑ 

小数点の位置 

ビット番号 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 14 

8 ビット 
・ 
↑ 

小数点の位置 

ビット番号 0 1 2 3 4 5 6 7 



 

 8 

例えば、10進数の(18)10は2進数で表すと(10010)2となり、8ビットサイズの固定小数点数でこの整数を表現す
ると(00010010)2となります。 

 

(18)10 の場合 

 

 

 

 

固定小数点数（例） 
 

例題 
10進数－5.625を，8ビット固定小数点形式による2進数で表したものはどれか。ここで小数点位置は3ビット目と4

ビット目の間とし，負数には2の補数表現を用いる。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0 

        

↑ 
小数点位置 

 
ア 01001100 イ 10100101 ウ 10100110 エ 11010011 

 

 
負数には2の補数表現を用いるとあるので、まず問題文中の数値－5.625の絶対値5.625の2進数表現を求め

ます。 
(5.625)10＝(101.101)2 

次に8ビットの固定小数点形式で表すと次のようになります。 

0 1 0 1 1 0 1 0 

↑ 
小数点位置 

2の補数を求める場合は、小数点位置を考慮する必要はなく、そのまま各ビットを反転し、末尾の桁（右端のビッ
ト）に1を加算します。 

0 1 0 1 1 0 1 0 

↓各ビットの反転 

1 0 1 0 0 1 0 1 

↓末尾の桁に1を加算 

1 0 1 0 0 1 1 0 
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0 0 0 1 0 0 1 0 
・ 
↑ 

小数点の位置 
  


